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京style
京都にちなんだ

話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

応援団用品　のぼり　染め旗　横断幕　のれん　手拭い　ハッピ　

太鼓　祭礼幕　ちょうちん　神社仏閣幕　神社のぼり　社名旗　

鈴緒　劇団幕　マーチングバンド横幕　タスキ　腕章　

ピンバッジ　缶バッジ　ワッペン　演台カバー

【取扱商品】

～高瀬川～

様々な飲食店が立ち並び、 多くの人が散策を楽しむなど、 京の名所として

親しまれている高瀬川ですが、 もとは京都と大阪間の物資を運搬するのに

使われた運河でした。 1608 年 （慶長 13 年） に始まった、 方広寺大仏殿の

再建工事の際、 暴れ川と言われた鴨川で船を利用した運搬は難航でした。

そこで資材運搬を任された角倉了以が 運河の開削を願い出て完成したのが

高瀬川です。 水深 30cm の浅い川で、 二条大橋の西の水取り口から鴨川の

水を引き込み南下し、 最後は伏見港を通って宇治川に合流する 約 10km の

運河です。 大阪から三十石船で届けられた荷物は、 伏見港で高瀬舟に積み

替えられます。 ここから複数の船を曳き子と呼ばれる人たちが引き、 川を

上り下りしていました。 高瀬舟とは 長さ約 13m、 幅約 2m の 底が浅く平らな

浅川専門の船で、 最盛時には約２００もの高瀬舟、 ７００人もの曳き子がいた

様です。 また、 この船を用いたために高瀬川という名が付いたという説も

あります。 高瀬船の荷物の積み下ろしと方向転換をする場所を 舟入と言い

当時は９カ所ありましたが、 現在は 一之船入のみが史跡として残されて、

当時の風情を垣間見ることが出来ます。
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